６　米田屋関係資料
　

　享保七年泊り村幸三郎褒賞銀申渡書

　泊宿米田屋は藩御用を勤めるEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(かたわ),傍)ら、御用銀を差出し、藩財政の一助にと精出していた。以下米田屋

　　に関する『在方諸事控』より拾った資料である。


　享保七年寅十二月六日

一　　　　　　　　泊り村　　幸三郎

　在方御用実義ニ相務精出候付、為御褒美、灰吹銀弐貫目被遣、申渡ス。

『鳥取県史』諸事控　　

　享保九年米田屋幸三郎へ御支配給及び郡奉行EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(じきふれ),直触)申渡書

　米田屋幸三郎が殿様御帰国御用銀を差出したことにより、支配給が仰付けられたこと。以後郡奉行

　直触（大庄屋を通さないで）とすることが申渡されたこと。

　享保九年卯十一月十二日

一　　　　　　　　河村郡泊り村　米田屋幸三郎

　右者、常々宜敷相勤、此度御帰国御用之御銀も精出、御調法成者之旨口才助申上、御支配三拾俵被仰付

　候。

　此後弥精出候様可申渡旨、大庄屋え仰渡申渡候事。

　卯十一月二十三日

一右泊り村幸三郎儀、此以後御郡奉行直触ニ被仰付候。

『鳥取県史』諸事控　　

　寛延三年米田儀三郎甥とのEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ぎぜつ),義絶)願


一河村郡泊り村嘉右衛門世忰松之助、私甥ニ御座候処、万事心底難見届無心元生附ニ奉存候ニ付、此度義絶仕
　度段奉願仕、尤私世忰孫三郎儀も同事義絶仕度奉存候。此段奉願上候。以上。

　　　　　　　　　寛延三午五月日

河村郡泊り村　米田儀三郎　　

世忰　孫三郎　　

小嶋弥三右衛門　様

　右之通、相願候付、御郡代へ申達、聞届相済、其段申遣ス。

（『鳥取県史』諸事控）　

　明和三年米田儀三郎改名届
明和三年十月廿二日

　　　　　　　河村郡泊村　米田儀三郎

　右、此度名幸三郎と奉願承届。

『鳥取県史』諸事控　　

　天明三年米田幸三郎御扶持給相続願並に改名願につき申渡書

天明三年八月二十七日

　　　　　　　　　

河村郡泊村　米田幸三郎

　右、及老年候付、御扶持給忰治兵衛え被仰付被下候様奉願。旧年御用も相勤候者之儀、上山六右衛門儀

　も願之通被仰付候様ニと申聞候趣も有之ニ付、幸三郎え被下置候三人夫持三拾俵被召上、忰治兵衛え三人
　扶持三拾俵被遣旨被仰出候。

　　　　　九月十一日

一右治兵衛儀変名奉願、幸三郎と名替、御聞届相済。

（『鳥取県史』諸事控）　
　文政十年米田幸三郎御扶持給相続願につき申渡書

　文政十年十二月廿七日

一　　　　　河村郡泊村　米田幸三郎

　右者及老年候付、御夫持給嫡孫玉蔵え被仰付被為下候様、先達て同郡大庄屋尾崎三右衛門を以願書差出候付其段御家老中え相伺置候処、今日左之御書付御郡代え被相渡候付、其旨尾崎三右衛門え申渡候様申遣ス。

　河村郡泊村米田幸三郎儀及老年候付、御扶持給嫡孫玉蔵え被仰付被為下候様相願候処、前方御用も相勤候もの、郡代格別申立有之候付、幸三郎え被下置候御夫持給被召上、右玉蔵え三人夫持三拾俵被遣候事。

（『鳥取県史』諸事控）　
　天保八年米田玉蔵改名願につき達し書　

天保八年八月十八日

一河村郡泊村米田玉蔵義、此度愛三郎と改名致度旨願書差出し、申談承届ケ、其段甚右衛門より御郡え申遣ス尤伺扣ニ有之通り、御月番え申達置候事。

（『鳥取県史』諸事控）　

　弘化三年米田愛三郎拝借米願並にEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(きりがみ),剪紙)
弘化三年二月廿九日

一河村郡泊村米田屋愛三郎より、左之歎書差出し候付、御評議被遣候様伺扣ニ有之通申達し置候処、今日左

　之通被仰付候旨、御月番豊前殿より御郡代え由来、其段御郡え申遣ス。
　　　　　　　　　乍恐奉願覚
一先祖幸三郎より数代結構ニ被仰付置、冥加ニ相叶難有仕合奉存候。然ル処、勝手向次第不如意ニ相成難渋仕候付、御時節柄近頃恐入奉存候得共、御米百石御拝借被仰付被為下候ハ、家名取続難有仕合奉存候。御返納之儀は、兼て被為遣候御支配三拾俵拾ケ年之間、御引取御立用被為下候様奉願上候。御憐愍之御評議被為下候ハ、難有仕合奉存候。此段偏ニ奉願上候。以上。
　　　　　　　　　弘化二年巳十一月

河村郡　米田愛三郎　印　　　

戸崎久右衛門　殿

　前書之通奉願上候。宜敷仰付可被為下候。以上。

　　　　巳十二月

戸崎久右衛門　印　　

　　　　　岩本市郎左衛門　様

　御剪紙

　河村郡米田愛三郎と申者、数代御扶持給被下置候処、勝手向不如意致難渋候付、御米百石拝借被仰付被為下候ハ、家名取続申度旨、返納之儀は御支配三拾俵拾ケ年之間御立用被為下候様願出候趣、郡代申立有之処願面之拝借先例不相見難承届筋ニ候得共、先祖旧功も有之者、格別之訳を以此度限御米百石拝借被
　仰付、無利十年賦ニシテ、当午暮より来ル辰春迄春暮御支配を以上納致し候様、可被申渡候。尤此等之拝借外々より願出候共、類例ニ不相成候間、以後右等之儀は申立有之間敷候。以上。

　　　　　　　　　二月廿日

（『鳥取県史』諸事控）　

　嘉永七年米田愛三郎他え御扶持給御減らしにつき申渡書
（EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps9 \o\ad(\s\up 8(ごうし),郷士)取立四家に対し、扶持給御減らしになった旨）
嘉永七年十月七日

一左之御書付、御家老中より長役え被相渡候付、其段左之御郡々え申遣ス。

　御格外之御倹約ニ付、左之者共御扶持給被下米共、当寅年より全五ケ年之間左之通被成御減候間、此旨可
　被申渡事。

　　拾五人扶持

　　　一差紙米百弐拾石　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日野郡　緒形四郎兵衛

　　　　　内五人扶持御減し

　　一五人扶持　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　郡　緒形市兵衛
　　　　　内弐人扶持御減し

　　一拾人扶持　外拾人扶持　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同　郡　段塚吉太郎
　　　　　内七人扶持御減し

　　一三人扶持　三十俵　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　河村郡泊村　米田愛三郎

　　　　　内壱人扶持御減し

　　右之者共御扶持方は右之通御減し、御支配被下米は三分壱減し。

（『鳥取県史』諸事控）　
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